
  

 

 
        

 
 
 

 
 
      プログラム 

    
     9:30～12:00  分科会＜個別報告＞（報告20分、コメント5分、質疑5分、準備・休憩5分）  
             第一分科会 経済学部講義棟１号館２階２０３教室   
            第二分科会 経済学部講義棟１号館２階２０２教室（休憩なし）    
            第三分科会 経済学部講義棟１号館２階２０１教室   
             第四分科会 経済学部講義棟１号館１階１０３教室（休憩なし） 

第五分科会  経済学部講義棟１号館１階１０２教室 

 

           第六分科会 経済学部講義棟１号館１階１０１教室  
 

12:00～13:00 理事会（ 法学研究棟２階 ２０２会議室 ） 
 

 

  13:00～13:30 会員総会（ 経済学部講義棟 ２号館１階 ）  
  

   シンポジウム「転機を迎える温暖化対策と環境法」（ 経済学部講義棟 ２号館１階 ）  

13:30～13:40  ＜挨 拶＞ 開催校 
 

       13:40～15:50 ＜第１部 報 告＞                                    

 

  
15:50～16:10 休 憩  

        
        16:10～17:50  ＜第２部 パネルディスカッション＞ 

 

 
18:00～     懇 親 会（ 大学会館２階シェルシュ［施設番号：Ｓ１－５］ ）  

※会費  5,000円 当日お支払いください～ 
 

 

 
〔注意事項とお知らせ〕  
  １ 分科会とシンポジウムの詳細は、裏面を参照ください。  
 ２ 開催校への質問等は、下記宛にお願いします。  
   横浜国立大学開催校事務局 加藤峰夫   ＊メール： jaelp2017@excite.co.jp 
３ 会員外の方とご参加される場合には、ご参加される会員外の方のお名前とご所属を事務局

までご連絡ください。 事務局：kankyo@shojihomu.or.jp 
 ４ 会員外の方は、午後のシンポジウムのみ、資料代1000円でご参加いただけます。  
 
 

 

 

＜環境三学会合同シンポジウム＞  
      日 時：2017 年 7 月 9 日（日）13:00～17:30（開場 12:40） 
      会 場：キャンパスプラザ京都 5 階第１講義室 
    テーマ：「公害対策基本法制定 50 周年からみる環境問題の変遷」  

※詳細は同封した別紙をご覧ください。大きな変更があれば学会 web で告知します 

第２１回  環境法政策学会  
Japan Association for Environmental Law and Policy 

2017 年 6 月 10 日（土）横浜国立大学（横浜市保土ケ谷区常盤台 79-1） 



  

 

環境法政策学会  第 2１回学術大会プログラム  
《参加者・報告内容等一部が変更になる可能性があります》  

 
第一分科会 地球温暖化・エネルギー  〔経済学部棟１号館２階２０３教室 司会者：石野耕也（中央大学）〕 
①気候変動に対するシェブロン判決の行方 

（報告者：辻 雄一郎（筑波大学）／コメンテーター：下村英嗣（広島修道大学）） 
②地球温暖化リスクへの対処と環境ガバナンス―英国の取組みを例に 

  （斉藤照夫（NPO 法人川口市市民環境会議）／木村ひとみ（大妻女子大学）） 
③米国、Trump 新大統領の地球温暖化対策に対する考え、および、米国新政権の環境政策の変更 

についての報告              （大島輝夫（化学品安全管理研究所）／石野耕也（中央大学）） 
④カリフォルニアの温暖化対策とエネルギー政策～科学的知見の用い方～ 

（久保はるか（甲南大学）／大坂恵里（東洋大学）） 
 
第二分科会 原子力、廃棄物  〔経済学部棟１号館２階２０２教室 司会者：柳 憲一郎（明治大学）〕 
①スイスの新しいエネルギー政策・Energie Strategie 2050 について 

（奥田喜道（東京農工大学）／柳 憲一郎（明治大学）） 

②原子力災害対策の観点を踏まえた原子力安全規制法制の再構成 
                            （清水晶紀（福島大学）／黒川哲志（早稲田大学）） 
③廃棄物関連条例における特定物規制の課題と今後の展望について 

（小清水宏如（環境政策ネットワーク）／筑紫圭一（上智大学）） 
④（仮題）行政・事業者・住民による三者協定のポテンシャル～西吉野産廃処分場事件を題材に 
                         （池田直樹（弁護士・関西学院大学）／亘理 格（中央大学）） 
⑤プロダクトスチュワードシップ原則の適用：日本とオーストラリアとの比較 
                        （チアゴ・トレンチネラ（大阪大学）／牛嶋 仁（中央大学）） 

 
第三分科会 土壌汚染、化学物質  〔経済学部棟１号館２階２０１教室 司会者：勢一智子（西南学院大学）〕 
①築地市場の移転問題に科学者はどのような役割を果たしたのか―土壌汚染対策のケースタディからみる， 

 環境リスク・ガバナンスの在り方      （小林和樹（東京農工大学大学院）／勢一智子（西南学院大学）） 
②法律に基づく土壌汚染地の制度的管理のあり方に関する考察 

   （高浜伸昭（市川市環境部環境保全課・東洋大学客員研究員）／黒坂則子（同志社大学）） 
③環境法における原因者負担原則と土地所有者責任との関係 （石巻実穂（早稲田大学大学院）／佐藤 泉（弁護士）） 
④自主研究会「化学物質管理関連法の俯瞰的・体系的な整理」の成果報告 

                  （平井祐介（資源エネルギー庁・横浜国立大学大学院）／増沢陽子（名古屋大学）） 

 
第四分科会 生物多様性・自然保護 〔経済学部棟１号館１階１０３教室 司会者：岩間 徹（西南学院大学）〕 
①英国 2006 年動物福祉法の分析          （箕輪さくら（上智大学大学院）／小山佳枝（中京大学）） 
②協働による環境共生型の森林管理のあり方～赤谷プロジェクトを事例として～ 
                           （伊藤純子（上智大学大学院）／神山智美（富山大学）） 
③米国 taking の法理の分析―Penn Central テストと“background principle”との関係を中心に 

（横山丈太郎（山梨学院大学・東京弁護士会）／福士 明（北海学園大学）） 
④生物多様性条約における気候変動対策との両立を図る国内実施 
                          （盛中祐貴（名古屋大学大学院）／磯崎博司（上智大学）） 

 ⑤植物遺伝資源条約の最新動向         （鈴木詩衣菜（上智大学特別研究員）／西村智朗（立命館大学））         



  

 

第五分科会 外国・国際環境法、その他 〔経済学部棟 1 号館１階１０２教室 司会者：岡松暁子（法政大学）〕 
①海底金属鉱物資源の探査・開発（DSM）と環境影響評価（EIA）―国際規範の発展動向と 

日本の現状・課題―                （児矢野マリ（北海道大学）／岡松暁子（法政大学）） 
②「宇宙ごみ」の低減措置に関する国際法上の論点   （松田芳和（名古屋大学大学院）／堀口健夫（上智大学）） 
③漁業法におけるサステナビリティ思想の発展と具体化―持続可能な漁業生産の考え方の進展― 

（辻 信一（福岡女子大学）／奥田進一（拓殖大学）） 
④環境犯罪の訴追と環境法の実効性確保―漁業調整規則違反の事例を題材に― 

            （田中良弘（新潟大学）／松本充郞（大阪大学）） 
 
第六分科会 企画セッション「環境リスクに対する順応型制御法制の新展開」 

〔経済学部棟 1 号館１階１０１教室 司会者：山田 洋（一橋大学）〕 
①総括報告「リスク言説と順応型の環境法・政策」                （下山憲治（名古屋大学）） 
②個別報告(1)「順応型リスク制御と比例性―ドイツ遺伝子技術法を題材として―」 
                                      （横内 恵（大阪経済大学）） 
③個別報告(2)「変更許可制度によるリスクへの対処をめぐる問題について」    （川合敏樹（國學院大學）） 
④個別報告(3)「空港周辺に生じる環境リスクへの対処と計画手法」       （山本紗知（静岡文化芸術大学）） 

 ⑤個別報告(4)「AI・ロボット社会の進展に伴うリスクに対する環境法政策の応用可能性」 
（横田明美（千葉大学）） 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

シンポジウム（経済学部講義棟２号館１階）  

「転機を迎える温暖化対策と環境法」  
 
☆第１部 報 告☆  司会：大坂恵里（東洋大学）、赤渕芳宏（名古屋大学） 
○13:40～14:10 総論                                   大塚 直（早稲田大学） 
 
○14:10～14:30 パリ協定と今後の動向                          高村ゆかり（名古屋大学） 
 
○14:30～14:50 温暖化に対する適応                         久保田 泉（国立環境研究所） 
 
○14:50～15:10 建設都市計画と温暖化        釼持麻衣（上智大学大学院・（公財）日本都市センター） 
 
○15:10～15:30 環境影響評価と温暖化対策                   相澤寛史（環境省） 

 
○15:30～15:50 コメント       浅野直人（福岡大学）・浅岡美恵（京都弁護士会・気候ネットワーク） 

 
◆15:50～16:10 ―― 休 憩（質問票回収）―― 

 
☆第２部 パネルディスカッション☆  司会：大塚 直（早稲田大学）、岡松暁子（法政大学） 
 ○16:10～17:50 パネリスト：①高村ゆかり（名古屋大学） 

②久保田 泉（国立環境研究所） 
③釼持麻衣（上智大学大学院・（公財）日本都市センター） 
④相澤寛史（環境省） 
⑤浅岡美恵（京都弁護士会・気候ネットワーク） 
⑥関 正雄（損保ジャパン日本興亜）



  

 

＜横浜国立大学へのアクセス＞

 

◆横浜駅から横浜市営地下鉄 

 

横浜市営地下鉄横浜駅 

↓（約 4分） 

三ッ沢上町駅 

↓（徒歩約 16分） 

正門まで 

 

 

 

◆新横浜駅から横浜市営地下鉄 

 

新横浜駅 

↓（約 7分） 

 三ツ沢上町駅（最寄り駅） 

↓（徒歩約 16分） 

正門まで 

 

 

 

 

 

 

◆タクシー利用の場合 

・横浜駅からタクシーを利用      ※新横浜駅からタクシー利用の場合は約 6km（約 20分） 

横浜駅西口タクシーのりば → 約 4.3km（約 10分） → 正門まで               

 

◆三ッ沢上町駅（最寄り駅）から正門まで（推奨ルート）  

１．三ツ沢上町駅 改札を出て右側 「2番出口」の階段を登ると、国道 1 号沿いに出る。 

２．「2 番出口」を出て右方向へ進み、国道 1 号沿いを 3分ほど歩くと三ツ沢上町交差点の歩道橋に出る。 

３．そのまま歩道橋を真っ直ぐ渡り、国道沿いを進み、「第三京浜道路入口」の下をくぐる「地下道」に入る。 

「地下道」を出たら、さらに真っ直ぐ約 7分ほど歩くと「岡沢町バス停」に着く。 

４．「岡沢町バス停」の右方向に見える階段を登ると正門に到着。 



 

経済学部講義棟２号館 

会員総会・シンポジウム会場 

経済学部講義棟１号館 

受付・分科会会場 

正門 

法学研究棟２階 

理事会会場 

大学会館２階シェルシュ 

懇親会会場 ※当日ランチ営業 

三ッ沢上町駅 


